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令和5年7月3日　第50号議案「副市長の選任について」意見　
　鴨田市長は「反対した議員は、市民に対し反対理由を明確に説明すべき
だ。」と憤った。との新聞報道がありました。私は、議員が、定例議会の本会議
で意見を述べることは、市民の皆さまへの明確な説明にあたると信ずるとこ
ろです。しかしながら、全議員の発言が等しく報道されるわけではありません。
また、自身の情報発信手段の一つとして、この会報誌を活用させていただい
ていることもあります。これらのことから、通常は概要掲載にとどめております
議会での質問等ではありますが、今回は全文を掲載させていただきます。

　まず、鴨田市長が議案説明で述べられました、①副市長の職責が極めて
重要であること。②副市長不在を早期に解消したい。との説明理由は、思い
を同じくするところであることを申し述べておきます。
　しかしながら、本50号議案の上程経過を見ますと、鴨田市長には「副市
長選任」を重要とお考えなのか、また、本気で同意を得ようと、本案を成立
させようとお考えなのか、疑問を抱く次第です。
　第一に、言うまでもなく、議会は提出された「議案」を審議し、可否を決定
する機関です。重要な議案であればあるほど、時間をかけ、意見を述べ合
い審議を尽くし、合意形成を図っていくべきものであると考えています。たっ
た今上程され、質疑もなく、採決を取ることが果たして審議を尽くしたといえ
るのでしょうか。鴨田市長は、執行機関の皆さんは、そして、私の言をお聞きの
皆さんはどうお考えでしょうか？
　確かに人事案件は、事前にその内容が知れることによって、当該関係者等
に影響が出る可能性があることは承知しております。よって、人事案件につい
ては、慣例として議会最終本会議前に提出されてきたことも承知しております。
また、私も平成31年3月及び令和3年3月の副市長選任議案について、議会

最終日に提出され、それに同意しております。これは、施策及び人事の方向性
と継続性が十分に認められ、審議に時間をかける必要性はないと判断したも
のです。
　反面、今回のように、市長が変わられ、施策の方向性、市政の運営方針等
も大きく変革されようとしている際には、執行機関で№2の配置である、万
が一市長に事故あるとき、又は市長が欠けたときは、その職務を代理する
「副市長選任」については、先に述べたとおり、時間をかけ、意見を述べ合い
審議を尽くし、合意形成を図っていくべきものであると考えます。
　私は、わが会派幹事長を通じ、市長はじめ執行機関に対し、「副市長選任」
は重要な議案であり、審議を尽くす必要がある。したがって、議会初日に議案
提案をしていただきたい旨申し入れておりましたが、かないませんでした。副市
長不在を早期に解消したい。との思いから、一つの方策として、最終日に議
案提出されるのであれば、議員全員が質疑を行える機会を議員協議会な
どの場で設けてもらいたい。そこで、しっかりと鴨田市長の想いを、提案理由
を述べていただき、審議を尽くしたい旨も申し入れましたが、これもかないま
せんでした。
　さらに、ただいまお話しいただいた議案説明（次項に掲載）は、地方自治
法の条文をなぞっただけのものではなかったですか？例えば、市の現状が
どうで、どのような不具合があって、それらを是正するために何を必要として
いるのか等、副市長選任の議案を同意・成立させようとの思いが、なかな
か伝わってくるものではありませんでした。
　本年2月に就任された鴨田市長には、3月定例会初日に「副市長選任」議案
を提出されることは難しかったものと拝察いたします。しかし、この6月定例会
までには十分な時間があったと考えますが、いかがでしょうか。
　これらのことから、鴨田市長におかれましては、「副市長選任」を重要と
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　盛夏の候　皆様におかれましては、ますますご清祥のことと拝察申し上げます。

　平素から、「川口たかふみ」及び「川口たかふみ後援会」に対しまして、格別のご高配を賜っておりま

す事に、衷心より御礼申し上げます。

　さて、前号（活動報告第8号）で、舞鶴市監査委員に選任されたことを報告させていただきました。

このため、議会の申し合わせにより「本会議での討論、代表質問、一般質問などを行わない。」旨お知ら

せしていましたが、過日この申し合わせ事項の見直しが行われ、「副議長、監査委員の一般質問を認め

る。」こととなり、本6月定例会では、「副市長人事」について本会議最終日に意見を述べました。今後は

1期目同様、議場での一般質問も積極的に活用し、皆様の想いを舞鶴市に届けてまいります。

　私の議員活動は、皆様方の温かいご支援とご教示の賜物であることを忘れず、2期目の活動を皆様

とともに、今まで以上に地元舞鶴の発展を目指してまいります。引き続きのご指導、ご鞭撻をいただけ

ますよう御願い申し上げます。
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舞鶴市議会議員  川口たかふみ  活動報告

・2022.12 ～ 舞鶴市監査委員
【所属会派】 
・2018.12 ～ 創政クラブ議員団
 （2019.11 ～ 2020.11創政クラブ議員団幹事）
・2022.12 ～ 自民党鶴政クラブ議員団
　　　　　　　（創政クラブから名称変更）
【委員会】 
・2018.12 ～ 予算決算委員会 委員
・2019.11 ～ 2020.11　議会運営委員会 委員

 【常任委員会】 
 ・2018.12　  産業建設委員会 委員
 ・2019.11　  市民文教委員会 委員
 ・2020.11　  福祉健康委員会 副委員長
 ・2021.12　  総務消防委員会 委員
 ・2022.12 ～ 福祉健康委員会 委員
【その他委員】 
 ・2021.11 ～ 広報会議 委員
 ・2021.11 ～ 2022.12　議会報編集部会 委員
 ・2022.12 ～ FM放送部会 委員

川口たかふみ 議員履歴
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川口たかふみ君は、海上自衛官・潜水艦艦長の
キャリアを礎に、状況判断力、決断力を培ってき
ました。温和で誠実な人柄は十二分に信頼でき
る人物です。令和4年12月からは、2期目の議員
活動に邁進しております。川口君の更なる飛躍
の糧として、皆様の温かいご支持とご理解をい
ただき「川口たかふみ後援会」にご賛同、ご入会
いただきますよう心よりお願い申し上げます。

自治会・サークルなど、どのような集まりでもお声がけ・お招きください。皆様のご意見を伺わせていただきます。

ご入会のお願い
川口たかふみ後援会 

〒625-0014  舞鶴市字鹿原8-15
Tel・Fax （0773）62-2002
    ：maizuru_taka_kawaguchi_2002@outlook.jp
HP：https://kawaguchi-kouenkai.jp/

川口たかふみ後援会　 会　長　福村 てるし
副会長　中岡　　彰

（２）

池田府議4期連続当選　皆様の
ご支援・ご協力ありがとうござい
ました。

京都府議会議員選挙
池田まさよし候補
応援演説（朝来幼稚園）
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第38回交流運動会の開
会式に出席、パン食い競
争に参加しました。

市原市で「フレイル予防事業」の
説明を受ける委員

舞鶴市身体障害者交流運動会に参加186

福祉健康委員会 先進地視察17～195

「NPO駅舎とともにいつまでも」は、恒
例の松尾寺駅舎草刈りなど春の環境
整備を実施しました。
鴨田市長はじめ市職員、吉坂区長はじ
め区民の皆様、近隣住民の皆様、舞鶴
高専の皆様、JRの皆様など約130名
の方々に参加いただき、美しい景観を
維持することができました。次回は、9
月30日を計画しています。

松尾寺駅 駅舎周辺環境整備を実施176

・愛知県蒲郡市
・埼玉県坂戸市
・千葉県市原市

【 「副市長選任について」 鴨田市長の議案説明】

活動の1コマ
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お考えではない。また、議会の審議を軽視されているばかりか、議案提出の
方法も適切ではなかった。と判断せざるを得ません。
　第二に、次回の副市長選任について、申し上げます。
　舞鶴市副市長定数条例には、舞鶴市副市長の定数を2人とする。と定めて
あります。鴨田市長におかれましては、本議案が同意を得られた場合には、
近 に々も二人目の副市長選任を企図されるものと拝察いたします。その際に
は、当然のごとく、今回同様の手法で議案提出を図られるのではないか？との
思いを抱かざるを得ないものです。　　
　本議案が同意を得られるならば、何回でも同じことが繰り返されるのでは
ないでしょうか？
　今回の政治手法・議会対応には、副市長選任議案の重要性や議会審議

の必要性を考えられることもなく、議会との信頼関係を構築するおつもりも
なく、さらには市民に対し説明責任を果たす意識も持たれていない。このよ
うに感じざるを得ません。
　今回の政治手法・議会対応こそ、鴨田市長が正すべきと訴えてこられた
ものではなかったのでしょうか？鴨田市長におかれましては、本議案の同
意・不同意にかかわらず、その政治手法・議会対応について、御一考を願
うものであります。
　結びにあたり、現時点で同意すべきとお考えの議員の方もおられることと思
いますが、今一度、本議案提出に対する執行機関の運営の適否と、議会のな
すべき審議の必要性を熟考いただきますことを申し上げ、私の論を閉じるもの
です。

　私の意見において、鴨田市長の議案説明は「副市長選任」の議案を同意・
成立させようとの思いが、なかなか伝わってくるものではなかった。と申し述べ
ております。双方の意見・主張を併記することは当然のことと考えております。
よって、ここでも鴨田市長の議案説明資料の全文を掲載させていただきます。

　まず、第50号議案につきましては、副市長として福田豊明氏を選任すること
につきまして、同意をお願いするものであります。
　副市長につきましては、地方自治法の規定により各市に置くこととされてお
り、その職務についても、市長を補佐すること、市長の命を受け政策及び企画
をつかさどること、補助機関である職員の担任する事務を監督することなどと

定められております。地方公共団体の役割と責任が拡がっている現状におい
て、副市長には、積極的、かつ、堅実な市政運営を推進するため、幅広い分野
における卓越した手腕と、豊富な行政経験を活かし市役所全体の政策を大
所・高所から捉えた様々な助言、施策の推進を期待するものであります。
　加えて、市長の代理として、様々な会合への出席や国等への要望活動など、
市を代表して対応いただく役割も多くありますことから、極めて重要な職責で
あります副市長が不在の状況を早期に解消したいと考えておりますので、そ
の選任につきまして、何卒、同意いただきますよう、お願いいたします。

　新聞報道やSNSなどで様々な意見が述べられております。本件に限らず
皆様のご意見、ご所見などお寄せいただければ幸いです。

令和5年7月3日　第50号議案 「副市長の選任について」 鴨田市長議案説明


